
●「事前バインディング」と「実行時バインディング」、および、その相手先ファイルの「新規ファイルの作成」と「既存ファイルのオープン」の関係の一覧表

　　注意書きが多いので、それを全部消して、プログラムコードだけにしてみるとわかりやすいかもしれません。

　　（ただし、初心者の方にとっては、この注意書きは、「★重要事項」ですので必ず全て理解する必要があります。）

事前バインディング　　　（VBEのツール→参照設定）

VBEditorのツール→参照設定で手動設定。
あるいはVBAにて、
「ActiveWorkbook.VBProject.References」などで自動設定。

「操作元」となる「自ソフト」を開いている間じゅうずっと。

自ソフトと
同じ拡張子
のファイル
を新規作成

★ New キーワードとAddメソッド

まず、New キーワード にて、自ソフトの、空の新しい「ガワ」（空のアプリケーションウィンドウ）を作ります。＝つまり、別個
の新しいウィンドウにて、「空の状態のソフト」を起動させます。
起動させただけだと「非表示状態」なので、「×××.Visible=True」にて表示させることが必要です。
そのあと、Addメソッドで、その「ガワ」の中に新しいファイルを作ります。
（拡張子は既定設定のとおりの拡張子となるようです。）

基本、別のアプリケーションウィンドウを開かないなら、Newキーワードを使っての処理や変数宣言は要りませんが、以下のサン
プルでは開く前提で書いてしまいました。

Dim xlappGawa As Excel.Application
Dim bk01 As Workbook
Set xlappGawa = New Excel.Application
xlappGawa.Visible = True
Set bk01 = xlappGawa.Workbooks.Add

なお、新しい別個のアプリケーションウィンドウを「作らず」に、現在のアプリケーションウィンドウに自ソフトのファイルを表示
させたい場合は、「New」キーワードは使わずに「Add」だけを使います。具体的には、上記の赤い行以外は全部削除して、か
つ、「xlappGawa.」を「Application.」に書き換えて実行します。

※プログラムが終わったあとも、作成したファイルを（閉じずに開いたまま）再度リモコン操作したい場合は、変数設定を、
「Dim」ではなくて「Public」にして、プログラムの外で宣言します。（但し・なんらかの標準モジュールで。クラスモジュール・
クラスオブジェクトモジュールでの宣言は不可。）どのプログラムからも再設定せずにリモコン操作ができます。
あるいは、都度、GetObject関数で再取得します。

★ New キーワードとAddメソッド

　　　（左の事前バインディングとまったく同じ方法です。）

「実行時バインディング」の場合であったとしても、「自ソフトに対して」の場合、すでに、自ファイルに対してだけは「事前バインディング（参照設定）」が「常
時」完了済みです。
そして、不意に外れることもありえません。

そのため、ここでの新規ファイルの作成方法は、「事前バインディング」とまったく同じ方法になります。
もちろん「変数宣言」で、「ObjectやVariant」以外に、明示的な宣言をすることもできます。

CreateObject関数を使うこともできてしまいますが、バインディングを「２重に適用することになってしまうかもしれない」ので、プログラムの内容いかんによっ
ては、
・メモリに異常をきたしたりとか、
・フリーズするとか、
おかしなこと・挙動になる可能性が無いではないと思われます。というわけで、「トラブルを未然に防ぐ」「トラブルの原因を１つつぶしておく」という意味からも、
自ファイルに対しては「CreateObject関数」を使わないようにします。
プロの方が「2重にはならないので、バンバン、使いましょう」と言っている場合ならOKかと思いますが・・・。
AccessはExcelのように、「次々にExcelファイルを開いたり閉じたり」という作業は基本、無いので大丈夫っぽいのですが、Excelはそういう気の狂ったような処理
を自慢げに推奨する本もあるので慎重に・・・。

★★★ 注！！！：以上のことはすべて、「すでに他のソフトに参照設定しているのに」、さらにそのソフトに対して「CreateObject関数」を使ってしまうよう
な場合も同様です。

バインディ
ング先のソ
フトのファ
イルを新規

作成

★ New キーワードとAddメソッド

基本的には同上。
例えばExcelからWordに参照設定している場合は、
＝ExcelからWordのファイルを新規作成したい場合は、
以下のように書き換えて実行します。

・「Excel.Application」を「Word.Application」に（2行あります）。
・「As Workbook」を「As Document」に。
・「Workbooks.Add」を「Documents.Add」に。
・前後に「ドット」があればそれを消さないように注意して。

※本当は変数名も書き換えたほうがいいですが、初心者の方は、まずは、書き換えないでやってみるほうが理解しやすいかもしれま
せん。

※また、ここでは、自ソフトと異なるソフトのファイルを新規作成するわけですので、「New」キーワードを使っての「アプ
リケーションウィンドウ＝ガワ」を作る作業は省略できない必須の作業となります。

※Accessの「mdb」ファイルでは、「Add」メソッドではなく、「NewCurrentDatabase」メソッドが必要なようです。
  （ただし、mdbをオブジェクトとして返してくれないみたいなので、いったん閉じてGetObject関数で開くほうがいいかも？
    「OpenCurrentDatabase」メソッドも、オブジェクトして返してくれないようなので。）
    Dim AcappGawa      As Access.Application
    Set AcappGawa = New Access.Application
    AcappGawa.Visible = True
    '    AcappGawa.UserControl = True
    AcappGawa.NewCurrentDatabase("mdb ファイルのフルパス")

★ CreateObject関数とAddメソッド

以下、プログラム例。

Dim wdApp As Object
Dim Doc01  As Object
Set wdApp = CreateObject("Word.Application")
wdApp.Visible = True
Set Doc01 = wdApp.Documents.Add

※プログラムが終わったあとも、作成したファイルを（閉じずに開いたまま）再度リモコン操作したい場
合は、変数設定を、「Dim」ではなくて「Public」にして、プログラムの外で宣言します。（但し・なん
らかの標準モジュールで。クラスモジュール・クラスオブジェクトモジュールでの宣言は不可。）どのプ
ログラムからも再設定せずにリモコン操作ができます。
あるいは、都度、GetObject関数で再取得します。

※また、ここでは、自ソフトと異なるソフトのファイルを新規作成するわけですので、
「CreateObject関数」を使っての「アプリケーションウィンドウ＝ガワ」を作る作業は省略できない
必須の作業となります。

「変数宣言」は明示的なオブジェクト型が指定できず、「As Object」や「As Variant」しか使えません。
でないとエラーになります。
「As Document」とか「As Workbook」とかが使えるのは、「事前バインディング」されている時だけです。

「CreateObject関数」は、
(1)全く何もない状態から新しくWordやAccess等々の「別個のガワ（＝空のアプリケーションウィンドウ）」を作りつつ、
(2)プログラムが実行中のあいだのみ・それらに一時的にバインディングをしてくれつつ、
(3)同時に、その作った「ガワ」を「オブジェクト」として返してくれます。
　　（＝Applicationオブジェクト」として返してくれます。）

そのような「３つのこと」をしてくれます。
（事前バインディングの「New」の動作を、1つの関数でやってくれます。）

（バインディングはファイルに対してではなく、ソフトウェアに対して行われます。）

自ソフトの
既存ファイ
ルを開く

★ New キーワードとオブジェクト.Openメソッド

ここでの「オブジェクト」は、自ソフトを表す「オブジェクト式」のことです。
例えばExcelからWordに参照設定している場合は、
＝ExcelからWordのファイルを新規作成したい場合は、
「xlappGawa.Workbooks」が「オブジェクト式」に相当します。（下の例参照）

Dim xlappGawa As Excel.Application
Dim bk01 As Workbook
Set xlappGawa = New Excel.Application
xlappGawa.Visible = True
Set bk01 = xlappGawa.Workbooks.Open("D:\1\1.xlsx")

なお、新しい別個のアプリケーションウィンドウを「作らず」に、現在のアプリケーションウィンドウに自ソフトのファイルを表示
させたい場合は、「New」キーワードは使わずに「Add」だけを使います。具体的には、上記の赤い行以外は全部削除して、か
つ、「xlapp.」を「Application.」に書き換えて実行します。

Dim bk01 As Workbook
Set bk01 = Application.Workbooks.Open("D:\1\1.xlsx")

なお、「Application.Workbooks」は、階層構造を省略してないオブジェクト式の書き方ですので、「Application.」を省略した
場合、「Workbooks」が「オブジェクト式」に相当する・・・ということになります。（ちなみにですが、階層構造を省略する
書き方ばかり追うと、VBAは一向に上達しませんので、ぜひ、省略しない書き方を学んでください。）

※ただし、Accessファイル(mdb)をオブジェクトとして操作したい場合は、「事前バインディング」がしてあっても
「GetObject関数」を使っても大丈夫っぽいです、というか、これしか、mdbを「オブジェクト」として扱えるほうほうが無
いっぽいです。「OpenCurrentDatabase」メソッドは開くだけで終わってしまい、mdbをオブジェクトとして返してくれな
いっぽいので、オブジェクト変数への代入に使えません。別のメソッドでオブジェクトとして返してくれるものがあればいいの
ですが・・・。

★ New キーワードとオブジェクト.Openメソッド

　　　（左の事前バインディングとまったく同じ方法です。）

こちらも、すでに、自ファイルに対しては「事前バインディング（参照設定）」が完了済みのため、「事前バインディング」でのNewとAddを使う方法とまったく同
じです。もちろん「変数宣言」で、「ObjectやVariant」以外に、明示的な宣言をすることもできます。

こちらも、「GetObject関数」を使うこともできてしまいますが、ここでも、バインディングを「２重に適用することになってしまうかもしれない」ので、トラブル
回避・エラーの原因をつぶしておく、という意味で、「GetObject関数」は使わないようにしておきます。
プロの方が「2重にはならないので、バンバン、使いましょう」と言っている場合ならOKかと思いますが・・・。
AccessはExcelのように、「次々にExcelファイルを開いたり閉じたり」という作業は基本、無いので大丈夫っぽいのですが、Excelはそういう気の狂ったような処理
を自慢げに推奨する本もあるので慎重に・・・。

★★★ 注！！！：もちろん以上のことは、「すでに他のソフトに参照設定しているのに」、さらにそのソフトに対して「GetObject関数」を使ってしまうような
場合も同様です。

バインディ
ング先のソ
フトの既存
ファイルを

開く

★ New キーワードとオブジェクト.Openメソッド

「オブジェクト」は、バインディング先のファイルを表すオブジェクト式です。例えばExcelからWordに参照設定している場合は
「Documents」。

Dim wdApp  As Word.Application
Dim Doc01  As Object
Set wdApp = New Word.Application
wdApp.Visible = True
Set Doc01 = wdApp.Documents.Open("D:\1\1.docx")

※プログラムが終わったあとも、開いているファイルを（そのまま閉じずに）再度リモコン操作したい場合は、変数設定を、
「Dim」ではなくて「Public」にして、プログラムの外で宣言します。（但し・なんらかの標準モジュールで。クラスモジュール・
クラスオブジェクトモジュールでの宣言は不可。）どのプログラムからも再設定せずにリモコン操作ができます。
あるいは、都度、GetObject関数で再取得します。

※また、ここでは、自ソフトと異なるソフトのファイルを新規作成するわけですので、「New」キーワードを使っての「アプ
リケーションウィンドウ＝ガワ」を作る作業は省略できない必須の作業となります。

※ただし、Accessファイル(mdb)をオブジェクトとして操作したい場合は、「事前バインディング」がしてあっても
「GetObject関数」を使っても大丈夫っぽいです、というか、これしか、mdbを「オブジェクト」として扱えるほうほうが無
いっぽいです。「OpenCurrentDatabase」メソッドは開くだけで終わってしまい、mdbをオブジェクトとして返してくれな
いっぽいので、オブジェクト変数への代入に使えません。別のメソッドでオブジェクトとして返してくれるものがあればいいの
ですが・・・。

★ GetObject関数

以下、プログラム例。事前バインディングよりも簡単かも。

Dim Doc01  As Object
Set Doc01 = GetObject("D:\1\1.docx")
Doc01.Application.Visible = True

※「GetObject関数」は、「NewやCreateObject」で「別個のガワ」新しく作る作業も、同時にしてく
れます。
※プログラムが終わったあとも、開いているファイルを（そのまま閉じずに）再度リモコン操作したい場
合は、変数設定を、「Dim」ではなくて「Public」にして、プログラムの外で宣言します。（但し・なん
らかの標準モジュールで。クラスモジュール・クラスオブジェクトモジュールでの宣言は不可。）どのプ
ログラムからも再設定せずにリモコン操作ができます。
あるいは、都度、GetObject関数で再取得します。

※また、ここでは、自ソフトと異なるソフトのファイルを新規作成するわけですので、「GetObject関
数」を使うと「アプリケーションウィンドウ＝ガワ」をも同時に作ってくれるので、一石二鳥です。

AccessやWordなどからExcelのファイルを開くような場合は、2010以前のバージョンは「子ウィン
ドウ」があるので、その場合は、ガワだけは見えるけど・ブックが表示されないことがあります。（子
ウィンドウが非表示のままいったん開いてしまいます。）
その際は、さらに、
「Applicationオブジェクト.Windows("ファイル名").Visible = True」
というコードが必要です。
ただし、このとき、「.Windows(1)」と書いてしまうと、もし「Personal。xls*」が自動生成されて
いた場合には それが表示されてしまうので、インデックス番号は使わないようにします。素直にファ
イル名だけを使います。

※また、ブックのオブジェクト変数がPublicでなければ、プログラム終了と同時にオブジェクト変数も
消滅します。そのためか、プログラム途中では再表示を手動で行え・かつ・目的のファイル名も出てき
ますが、プログラムが終わってしまうと再表示のメニューの中には目的のファイル名が消えています。
ブックのオブジェクト変数がPublicだと、プログラムが完了しても、再表示のメニューの中には目的の
ファイル名が消えていません。

「変数宣言」で「As Object」や「As Variant」しか使えないのは「CreateObject関数」の場合と同じです。

「Openメソッド」も「CreateObject関数」もは必要なく、GetObject関数だけで、アプリケーションウィンドウ（ガワ）とファイルの2つともが開きます。

「GetObject関数」は、
(1)全く何もない状態から新しくWordやAccess等々の「別個のガワ（＝空のアプリケーションウィンドウ）」を作りつつ、
(2)その中に既存のWordやAccess等々のファイルを開きつつ、
(3)プログラムが実行中のあいだのみ・それらに一時的にバインディングをしてくれつつ、
(4)同時に、その開いたファイルを「オブジェクト」として返してくれます。
　　（＝Applicationオブジェクト」としてではないので注意してください。
　　　　「Workbook」「Document」といったオブジェクトとして返してくれます。）

そのような「4つのこと」をしてくれます。
（事前バインディングの「New」と「Open」の両方・・・つまり、
　　＝「別個のガワ作成と既存ファイルオープンの2つの動作」を、1つの関数でやってくれます。）

 （こちらもバインディングはファイルに対してではなく、ソフトウェアに対して行われます。）

また、「既存ファイル」が「すでに開いている時」もそのファイルをフルパスなどでゲットできます。
その歳、

(a)ファイル（ブック）からゲットする場合は・・・
「Set ×× = GetObject("フルパス")」と取得して、ガワは「Set = ××.Application」と取得します。

(b)ガワからゲットする場合は・・・
「Set ×× = GetObject(, "Excel.Application")」（ カンマに注意。）と取得して、ブックは「Set = ××.Workbooks("ファイル名")」などと取得します。

ただし、いずれも、「子ウィンドウ」に先に何らかのファイルが開いていると、例えばオブジェクト変数の書き間違いで「ガワ」を閉じてしまったときに、それ
らのファイルも全部・道連れに閉じてしまうので、そこだけ注意します。
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実行時バインディング

事前設定 なし

有効期間 バインディングするコードを書いた場所から、プログラムが終わるまで。終わったら無効になりますが不都合はありません。

注意書きが多いので、それ

を全部消して、プログラム

コードだけにしてみるとわ

かりやすいかもしれません。   

 

（ただし、初心者の方に

とっては、この注意書きは、

「★重要事項」ですので必

ず全て理解する必要があり

ます。）  

★★ 重要！！ 

 

「ファイル」に相当するオ

ブジェクト変数の宣言を、

標準モジュールにて、

「Dim」ではなくて

「Public」で書くと、操作

元のExcelファイルなりを開

いている間じゅう、オート

メーションでの操作ができ

るようになります。  


